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体内完全埋込式人工心臓
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　この人工心臓は、臓器の様々な働きから発電しエネルギーを体内で還

元する仕組みであり、体外バッテリー、ケーブル感染の問題を解決でき

る。

　50年後には、戦争、宇宙進出、環境破壊、食糧不足による飢餓が起こ

り、芋・大豆を主食として人類が生き伸びる方法が必要となる。

芋の主成分はでんぷんで、肝臓に

蓄えられたグルコースで発電する

仕組みだ。肝臓の余分なグルコー

スにより発電するため体内脂肪が

減り、生活習慣病による食事制限

が減り心理的負担も減り、食品ロ

スの対策となる。

大豆は主成分がタンパク質で、

消化時アンモニアが腎臓・腸内で

発生し、肝臓で尿素に変えられ

る。臓器から得られるアンモニ

ア、尿素、水、CO2を利用し体内

に「人体火力発電所」を作る。
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火力発電所と同じ仕組みで、アンモ
ニアを燃やすことでCO2を温め、尿
素と水の混合物でCO2を冷却出来
る。CO2を使うことで水の10倍のエ
ネルギーを得られる。

肝臓の中にあるグルコー
スを全て使ってしまって
も肝臓は脂肪からグル
コースを作り出すことが
できる。肝臓は尿素を作
る。尿素と水を使うと冷
却することができる。ま
た、尿素を使った後はト
イレに流せば良いのであ
まり、害はない。

尿素と水の混合物は危険
ではないのでそのまま、体
外に出すことが出来る。

アンモニアを熱すると二酸
化炭素は発生しないが窒素
酸化物が発生し、窒素酸化
物は肺などに害が及ぶ。ま
た、水の代わりに二酸化炭
素を使うので亀裂、膨張、
変形が起きにくい金属で容
器を作らなければならな
い。　
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火力発電所を体内設置

腎臓・腸内で出来たアンモニア
は通常の場合、肝臓へ血液を
使って運ばれ肝臓で尿素に変
えられる。しかし、アンモニアを
燃やすと二酸化炭素を出さず
に火力発電として使える。

人類が環境に依存せず生き抜くための方法論
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使用方法


